
（ ）

-

計

医療給付適正化業務庁費

29年度要求 主な増減理由

25年度

25年度 26年度 27年度 28年度活動見込

174,046 182,800 189,990 -

197,589

年度

94.1

92.1

医療・健康・介護・福祉分野の情報化グランドデザイン

25年度 26年度 27年度
目標最終年度

102 104

94.1

98.1 98.6

98.1

101 -

-

-

- -

814 1,246

関係する計画、
通知等

達成度

中間目標

-

　 0273

年度28

-

98.6

-

歳出予算目

1,246

平
成
2
8
・
2
9
年
度
予
算
内
訳

（
単

位
：
百
万
円

）

計算式
百万円
／万件

-

376/174,046

26年度

単位

171,383 179,267 188,284

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標

％

平成２８年度行政事業レビューシート 厚生労働省

執行額

571 961 663 1,457 1,246

676 527

執行率（％） 66% 70% 79%

平成１２年度
事業終了

（予定）年度
終了予定なし

主要経費

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

レセプトの電子化により、医療保険事務全体の効率化を図るとともに、レセプトデータ等の収集、分析、調査を行い、その分析・調査結果に基づいた計画を策
定することで、医療費適正化、医療サービスの質の向上を図る。

前年度から繰越し - -

成果実績

目標値

成果指標 単位

％

28年度当初予算

527/189,990676/182,800

-

643 -

補正予算

円

663

単位

データベース運用関係経費執行額
／レセプト情報等収集件数

単位当たり
コスト

予算額・
執行額

（単位:百万円）

26年度 27年度

-

376

予備費等

29年度要求

予算
の状
況

当初予算

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

・診療報酬請求については、平成21年11月の請求省令改正により、完全義務化から原則化としてオンラインのほか、電子媒体（光ディスク等）による請求も可
能となったが、保険医療機関等、審査支払機関及び保険者を通じた電子レセプト請求の促進を進める。

・「高齢者の医療の確保に関する法律」により、レセプト情報・特定健診等情報を収集し、医療費適正化計画の作成、実施及び評価のための調査及び分析を
進める。また、正確なエビデンスに基づく施策の推進のために利用する行政機関や、医療サービスの質の向上等を目指した研究又は学術の発展に資する目
的で行う研究に対して、当該情報の提供を行う。

643 -

571

- -

▲ 643 -

レセプトの電子化率

25年度

事業番号

レセプト電算処理システムの推進に必要な経費 担当部局庁 保険局 作成責任者

事業開始年度

その他

担当課室
医療介護連携政策課保険システム
高度化推進室

赤羽根　直樹

事業名

会計区分

28年度

-

翌年度へ繰越し -

計

その他の事項経費

-

961

レセプトの電子化率を前年
度以上とする

実施方法

％

「新しい日本のための優先課題推進枠」784

万件
レセプト情報等収集件数

-

28年度活動見込

2,160 3,698 2,774

根拠法令
（具体的な

条項も記載）
-

主要政策・施策

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

814 1,246

活動指標

活動実績

27年度

単位当たり
コスト

算出根拠

当初見込み

万件

一般会計

814



政
策
評
価

経
済
・
財
政
再
生

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

政
策
評
価

、
経
済
・
財
政
再
生
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
係

-

目標値 - - - - - -

達成度 ％ - - - - -

K
P
I

(

第
二
階
層

）

ＫＰＩ
（第二階層）

単位
計画開始時

27年度 28年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 - 年度 - 年度

-

成果実績 - - - - -

測
定
指
標

28 年度

レセプトの電子化率（調剤）

実績値 % 99.9 99.9 99.9 -

27年度
中間目標 目標年度

- 年度

-

目標値 % 99.9 99.9 99.9

- 96

目標年度

- 年度 28 年度

実績値 % 94.1

施策 施策目標Ⅰ－９－１　適正かつ安定的・効率的な医療保険制度を構築すること

政策 基本目標Ⅰ　安心・信頼してかかれる医療の確保と国民の健康づくりを推進すること

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度

年度

レセプトの電子化率（診療所）

-

% 94.2

99.9

- 97.9

- 99.9

定量的指標 単位 25年度 26年度 27年度

-

レセプトの電子化率（歯科）

実績値 % 66.2 93.5

定量的指標 単位 25年度 26年度

93.5

年度
定量的指標 25年度

中間目標 目標年度

-

本事業の成果と上位施策・測定指標との関係

・診療報酬請求については、平成21年11月の請求省令改正により、完全義務化から原則化としてオンラインのほか、電子媒体（光ディスク等）による
請求も可能となったが、保険医療機関等、審査支払機関及び保険者を通じた電子レセプト請求の促進を進める。
・「高齢者の医療の確保に関する法律」により、レセプト情報・特定検診等情報を収集し、医療費適正化計画の作成、実施及び評価のための調査及
び分析を進める。また、正確なエビデンスに基づく施策の推進のために利用する行政機関や、医療サービスの質の向上等を目指した研究又は学術
の発展に資する目的で行う研究に対して、当該情報の提供を行う。

-

- 28

改革
項目

分野： - -

26年度 27年度

98.1

ＫＰＩ
（第一階層）

-

99.9 -

-

達成度 ％ -

単位

-

95.6 97.4 97.9

中間目標 目標年度

-

目標値

レセプトの電子化率（総計）

95.6 97.4

レセプトの電子化率（病院）

実績値 % 99.9 99.9 99.9 - -

目標値 % 99.9

%実績値

99.9

- 年度

定量的指標 単位 25年度 27年度
中間目標

-

目標値 % 54.7 66.2

26年度
目標年度

- 年度 28

-

-

年度

28 年度

年度

- -

96 -

成果実績

中間目標

-

- -

年度

98.6 -

目標値 %

K
P
I

(

第
一
階
層

）
- -

本事業の成果と改革項目・KPIとの関係

- - -

単位
-

計画開始時
27年度 28年度

92.1 94.1 98.1 -

年度

中間目標

-

-

目標値

98.6

目標最終年度

-



事業所管部局による点検・改善

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　

評価に関する説明

-

国
費
投
入
の
必
要
性

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

一般競争入札等によって契約額が予算額を大きく下回る案
件があり、不用が出ているが、実績を踏まえて見直しをした
予算要求を行っている。

受益者との負担関係は妥当であるか。

事
業
内

容
の

一
部
改

善

点
検
・
改
善
結
果

平成22年度

一部のシステムを政府共通プラットフォームへ移行する準備
を行い、運用経費の抑制を図っている。

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

○ 活動実績は例年、概ね見込み数と同等である。

‐

○

有

○

一般競争入札、総合評価入札又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

競争性のない随意契約となったものはないか。

所管府省・部局名

社会保険診療報酬支払基金及び国民健康保険中央会にと
りまとめてデータを収集することで、各保険者と個別に契約
するのに比べて、効率化を図っている。

可能なものは競争性のある契約方式への移行を検討すること。

備考

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

行政事業レビュー推進チームの所見

成果実績は成果目標に見合ったものになっている。

事業番号

関
連
事
業

○

事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。

269

平成24年度

平成27年度

-

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

‐資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載）

単位当たりコスト等の水準は妥当か。

レセプトの電子化による医療の効率化を図ることは、効率的
な医療の推進の観点から優先度は高い。

電子化されたレセプトデータを収集するのに、1件あたりのコ
ストは極少額である。

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。

有

平成25年度

執
行
等
改
善

259

○

平成26年度

H27年度不用額が発生している一方、補正予算をふくめ予算額が増加している理由を追記すること。また、随意での企画競争は、継続的調査が主になってきた際
一般競争入札への転換による競争性の取り入れを検討すること。（横田 響子）

不用額が発生している要因としては、一般競争入札を行ったことにより予定していた予算額を下回ったことが要因である一方、新たにシステム改
修等の事業があるため予算額は増額している。そのため、執行額を反映させた予算要求を行ってまいりたい。
また、平成27年度において随意契約による企画競争を行っていた事業は、平成28年度の調達では既に一般競争入札への転換を行っている。

事
業
の
効
率
性

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

関連する過去のレビューシートの事業番号

○整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点検結果

279

224

外部有識者の所見

改善の
方向性

執行率が平成25年度66％、平成26年度70％、平成27年度79％と多少低くなっているが、年々改善の傾向がみられており、執行率に合わせた
要求をする等、更なる改善に努めてまいりたい。

成果目標としているレセプト情報等収集件数については、例年目標値を超えており、年々増加しているため、事業の効果が出ているといえる。
また、一部のシステムにおいてはプラットフォームへの移行を行うなど、コスト削減にも勤めている。収集したデータにおいては、医療費適正化
計画の策定等に活用され、研究者等第三者へ提供等の社会的ニーズが高く、当該予算の確保は必要と考える。

事業名

‐

レセプト請求の電子化率は着実に向上している。収集した
データは医療費適正化計画の策定等に活用されているほ
か、研究者等第三者へ提供を行っている。

285

257

平成23年度

○

レセプトの電子化の推進およびレセプト情報等の収集、分析
に必要なものに限定されている。

△

一者応札となったものや、著作権等の理由により随意契約
が複数件あるが、支出先の選定方法については今後見直し
ていき、競争性のあるものとなるよう努めていく。

○

評　価項　　目

医療の効率化、医療サービスの向上は、国民が広く求める
ものである。また、医療費適正化計画の作成に係る情報の
整理は国の責務である。

○

活動実績は見込みに見合ったものであるか。

-

レセプトの電子化を推進し、その電子化された情報をすべて
収集することは国でなければ実施できない。

○



※平成27年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

厚生労働省 

（５２７百万円） 

Ａ．富士通（株） 

（１９５百万円） 

【一般競争入札・随意

契約】 

レセプト情報・特
定健診等情報
データ分析シス
テムに係る改修
業務 
 
レセプト情報・特
定健診等情報
データベースシ
ステムに係る運
用・保守 
 
匿名化・提供シ
ステムＯＳ更改
非互換調査業
務 

【随意契約（企画競争）】 

Ｂ.日立製作所 

（８９百万円） 

医療保険制度

における社会保

障・税番号制度

の活用に関する

調査研究事業 
 
 

Ｃ．ニッセイ情報テク

ノロジー（株） 

（５０百万円） 

【一般競争入札・ 

随意契約（企画競争）・ 

随意契約（少額）】 

 

レセプト情報等の

提供に係る支援業

務 
 

レセプト情報・特定

健診等情報に関す

る調査分析及び統

計処理業務 
 

医療保険者アン

ケート調査業務 

Ｄ．社会保険診療

報酬支払基金 

（４８百万円） 

【随意契約（その他）】 

レセプト情報、

特定健康診査・

特定保健指導

情報の提供 

Ｅ．セック（株） 

（４４百万円） 

【一般競争入札】 

診療報酬情報提供
サービスの正負共
通プラットフォーム
移行に伴う設計・開
発業務 

Ｆ．公益社団法人

国民健康保険中央

会 

（４０百万円） 

【随意契約（その他）】 

レセプトデー

タの収集・提

Ｇ．アイフォー
コム（株） 

（３６百万円） 

【一般競争入札】 

診療報酬情報

提供サービス

に係る運用・

保守業務 

Ｈ．富士電機ＩＴ

ソリューション

（株） 

（２０百万円） 

【一般競争入札】 

匿名化・提供シ
ステム用圧縮
暗号化ソフト
（ライセンス） 
 
外部オンサイト
リサーチセン
ター運用保守 

 

Ｉ．プライスウォー

ターハウスクー

パース（株） 

（３百万円） 

 

レセプト情

報等の提

供依頼申

出者に対す

る実地監査

【一般競争入札】 

Ｊ．事務費 

（０．２百万

円） 

印刷製本費、
通信運搬費
等 



費　目 使　途
金　額

(百万円）

雑役務費
匿名化・提供システム用圧縮暗号化ソフト経
費

計 36 計 20

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙２】に記載

雑役務費 外部オンサイトリサーチセンター運用・保守 9

G.アイフォーコム東京（株） H.富士電機ＩＴソリューション（株）

E.セック（株） F. 公益社団法人国民健康保険中央会

費　目

40

金　額
(百万円）

11

計 44

費　目 使　途

雑役務費
診療報酬情報提供サービスに係る運用・保
守

36

計

計 50 計 48

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

雑役務費
診療報酬情報提供サービスシステムの政府
共通ＰＦ移行に伴う開発経費

44 雑役務費 レセプトデータ抽出作業等 40

雑役務費 レセプト情報等の提供に係る支援業務 8

雑役務費 医療保険者アンケート調査業務 1

C.ニッセイ情報テクノロジー（株） D.社会保険診療報酬支払基金

費　目 使　途

雑役務費
レセプト情報・特定健診等情報に関する調
査分析及び統計処理業務

41 雑役務費
レセプト及び特定健診データ抽出作業経費
等

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

計 195 計 89

費　目 使　途
金　額

(百万円）

97

レセプト情報･特定健診等情報データベース
システムに係る保守

43

雑役務費
社会保険診療報酬支払基金、国民健康保
険中央会の匿名化・提供システムの改修に
係る調査業務

B.日立製作所（株）

4

雑役務費
レセプト情報・特定健診等情報データ分析シ
ステムに係る改修業務

費　目

雑役務費
レセプト情報･特定健診等情報データベース
システムに係る運用

医療保険制度における社会保障・税番号制
度の活用に関する調査研究事業

51

使　途

雑役務費

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

48

金　額
(百万円）

A.富士通（株）

89

雑役務費

チェック  



支出先上位１０者リスト
A.

B

C

D

E

F

G

レセプト情報・特定健診等
情報データベース分析シス
テム改修業務

社会保険診療報酬支払基
金、国民健康保険中央会
の匿名化・提供システムの
改修に係る調査業務

レセプト情報・特定健診等
情報データベースシステム
保守

社会保険診療報酬支払基
金、国民健康保険中央会
の匿名化・提供システムの
改修に係る調査業務

51

43

3

1 99.4％

法　人　番　号

1020001071491

1020001071491

1020001071491

入札者数
（応募者

数）
落札率契約方式

一般競争入札

- -

1020001071491 97

支　出　額
（百万円）

支　出　先 業　務　概　要

1
アイフォーコム東京
（株）

8020001055777
診療報酬情報提供サービ
スに係る運用・保守

36 一般競争入札 2 67％ -

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

公益社団法人国民
健康保険中央会

2010005018852 レセプト情報の提供 40
随意契約
（その他）

1 100％ -

1

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

3

1

2

ニッセイ情報テクノロ
ジー（株）

2010801013387
レセプト情報・特定健診等
情報に関する調査分析及
び統計処理業務

41
随意契約

（企画競争）
3 99.9％ -

1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

日立製作所（株） 7010001008844
医療保険制度における社
会保障・税番号制度の活用
に関する調査研究事業

89
随意契約

（企画競争）
3 -99.9％

-

-

随意契約
（その他）

- -

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

-

-

-1 100％

2

3

1

4

富士通（株）

富士通（株）

富士通（株）

富士通（株）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

ニッセイ情報テクノロ
ジー（株）

2010801013387
レセプト情報等の提供に係
る支援業務

8 一般競争入札 1 57.8％ -

ニッセイ情報テクノロ
ジー（株）

2010801013387
医療保険者アンケート調査
業務

1
随意契約
（少額）

1 100％ -

社会保険診療報酬
支払基金

3010405002439
レセプト情報、特定健康診
査・特定保健指導情報の提
供

48
随意契約
（その他）

1 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

セック（株） 1010901026918
診療報酬情報提供サービ
スの政府共通ＰＦ移行

44 一般競争入札 2 81.8％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）



H

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

2
富士電機ＩＴソリュー
ション（株）

9010001087242
外部オンサイトリサーチセ
ンター運用・保守

9 一般競争入札 1 85.7％ -

1

法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）
契約方式

入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 1020001071491
レセプト情報・特定健診等
情報データベースシステム
運用

217
随意契約
（その他）

1 99.9％

契　約　先
ﾌﾞﾛｯｸ
名

富士通（株）A

2 1020001071491
レセプト情報・特定健診等
情報データベースシステム
保守

173
随意契約
（その他）

1 99.9％

支出先上位10者リスト欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙３】に記載

A 富士通（株）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

富士電機ＩＴソリュー
ション（株）

9010001087242
匿名化・提供システム用圧
縮暗号化ソフト

11 一般競争入札 2 76.3％ -

チェック  



別紙２

レセプト情報等の提供依頼申出者に対する
実地監査業務

3

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額
が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

I.プライスウォーターハウスクーパース（株） J.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

雑役務費

計 3 計 0

K. L.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 0 計 0

M. N.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 0 計 0

O. P.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

計 0 計 0



別紙３

I

プライスウォーターハ
ウスクーパース（株）

7010003010864
レセプト情報等の提供依頼
申出者に対する実地監査
業務

3 一般競争入札 1 43.8％ -1

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）


